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指導改善のポイント 

【小学校６年生 理科】 

全体的な傾向の分析・考察＜５年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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ふりこのきまり
電流が生み出す力

物のとけ方
流れる水のはたらき

人の誕生
魚の誕生

植物の花のつくりと受粉
植物の発芽と成長
顕微鏡の使い方
雲と天気の変化

目標値 平均正答率

 

平均正答率は目標値を上回っているものが多く，全体的には良好な状況と言える。しかし観点別に見ると

「観察・実験の技能」については平均正答率が目標値を下回っており，特に「顕微鏡の使い方」と「ふりこ

のきまりを見いだす実験の技能」についての理解が不十分であることが分かる。「ふりこのきまり」は 23

年度からの学習指導要領において，選択単元から必修単元になったものであり，この単元の指導においては，

条件を制御して実験を行い，実験結果を適切に処理する能力を育成していくことが大切である。 

   

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

２ （１） 生命・地球 顕微鏡を操作する順序がわかる。 

問題  

次の１～４を，けんび鏡をそうさする順にならべかえると，どのようになりますか。番号を順に書きま

しょう。 

１ 調節ねじを回して，対物レンズからプレパラートを遠ざけていき，はっきり見えるところで止める。 

２ のせ台にプレパラートを置いて，とめ金でとめる。 

３ 対物レンズの倍率を一番低い倍率にして，接眼レンズをのぞきながら反射鏡（鏡）を動かして，明るく

する。 

４ 対物レンズにプレパラートをできるだけ近づける。 

正答（正答率 9.0％） 誤答（誤答率 90.2％，無解答率 0.8％） 

3 → 2 → 4 → 1 分析結果に誤答例が示されていない。 

 

２ 指導改善に向けて 

正答率が 9.0%と非常に低く，定着の不十分さが顕著に表れた結果と言える。このことは，顕微鏡を扱う

単元が少ないことと，その際，顕微鏡の操作方法の指導に十分な時間をかけられないことに起因していると

考えられる。指導に当たっては，十分な時間や台数を確保し，全員が正しい操作方法をその理由とともに理

解できるように指導することが必要である。また，操作方法の理解だけではなく，顕微鏡が自然にある問題

の解決に必要な道具であることへの認識を深めたり，肉眼では見ることのできない自然事象への関心を高め

たりすることができるように指導していくことが大切である。さらに，できれば教室に顕微鏡を置き，使い

方を掲示して，日常的に児童が自由に触れることができる時間を増やすことも効果があると考える。   
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３ 改善事例 

 「花から実へ」 

１ 指導のねらい 

 ・顕微鏡を正しく操作することができるようにする。 

 ・いろいろな花のおしべを顕微鏡で観察し，花のおしべの先 

  から花粉が出ていることに気付かせる。 

２ 具体例（活動や指導） 

 ・顕微鏡の各部の名称や操作手順を説明する。各操作とその理由も併せて理解させる。（壁や黒板に掲示） 

 ・既製プレパラートなどを用いて，一人一人が行う時間を十分確保し，全員が操作できるように指導する。 

例）２人１組で，一人が操作し，もう一人がその手順を確認する。交代して同様に行う。 

・アサガオやヘチマ以外にも，児童が選んだ花の花粉も観察させる。それぞれの花粉のスケッチを比較さ

せることで，肉眼では捉えることのできない植物の共通性や多様性に気付かせていく。 

 ※「各部の名称と手順」を教室に貼り，できれば顕微鏡と既製のプレパラート等を教室に常時置いて，触

れる機会を増やす。また，理科室では顕微鏡を箱から出してから棚に整理するなど，使いやすい状況を

整えておきたい。 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

11 （1） 物質・エネルギー ふりこの長さと1往復について，正しく表しているものを指摘できる。 

問題  ふりこの長さと 1往復について， 

正しく表しているものはどれですか。  

その番号を書きましょう。 

 

正答（正答率 38.6%） 誤答（誤答率 59.0% ，無解答率 2.4%） 

2 1…3.0%   3…3.8%   4…52.1%   それ以外…0.1% 

 

２ 指導改善に向けて 

この設問では，４の 52.1％が正答率の 38.6％を上回っており，ふりこの長さについて正しく理解していな

い児童が多いことが分かる。「１往復」については，実験を通して定着を図ることができるが，「ふりこの

長さ」については，「糸の長さ」や「糸とおもりの全長」と捉えていても実験結果からの考察に大きく影響

しないため，曖昧な理解になってしまっていると考えられる。平成 23 年度から実施の学習指導要領では，

小・中・高等学校を通じて，内容の系統性を大切にした指導が重視されている。内容構成の大きな柱である

「エネルギーの見方や概念」を構築する上で「物体の重心の考え方」は重要である。「ふりこの長さは，お

もりのほぼ中心まで」ということを押さえ，指導していく必要がある。 

    

３ 改善事例 

 「ふりこのきまり」 

１ 指導のねらい 

  ふりこの長さが糸の長さとは異なることを説明でき 

るようにする。 

２ 具体例（活動や指導） 

 ・ふりこの１往復する時間は，ふりこの長さによって 

変わることを学習した後に，上図の３種類のふりこを用いて，１往復する時間がどうなるかを考えさせる。

演示実験で，糸の長さが同じでもふりこの長さが異なると１往復する時間が異なることを再確認する。 

 ・また単元の導入で用いた「テンポふりこ（教科書p.88）」を振り返らせ，おもりを付けた割り箸の全長

が同じでも，おもりの位置（重心）が異なると１往復する時間が異なることを再確認することもできる。 

掲示例（絵や写真があるとなおよい） 
・一番低い倍率にする 
・（反射鏡を操作し）明るくする。 
・（プレパラートを台に）のせてとめる。 
・（対物レンズにプレパラートを）近づける。 
・（調節ねじをまわして）遠ざけながら合わせる。 

Ａ      Ｂ      Ｃ 
 
ふりこの        ふりこの          ふりこの 
 長さ          長さ            長さ 
     
 
10g+10g                    20g                       10g 
      
                                           10g 

 
 
「糸の長さ」はすべて同じだが、「ふりこの長さ（おもりの
中心までの長さ）」と「糸とおもりの全長」はＣの方が長い。 
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